
裏面の参加申込書を FAX、
または必要事項をメールにてお送りください

感染症対策協力へのお願い
1．会場席定員は300名とさせていただきます
2．会場席は事前申し込み先着順です
3．感染症の状況によりマスク着用をお願いする
　ことがあります
4．入場前に手指の消毒をお願いします

国立研究開発法人
産業技術総合研究所九州センター

申込み・問合せ先　

TEL：080-1622-7115　FAX：0942-81-4089
e-mail：tosu4-ml@aist.go.jp   担当：坂本

～１０１０月26日（土）
13：30

16：30

令和６和６年令和６年令和６年

日時日時日時日時

https://www.city.tosu.lg.jp/1677.htm電話0942-84-2121
佐賀県鳥栖市本鳥栖町1819番地

場所場所場所
サンメッセ鳥栖

大ホール

13:30-13:35

13:35-13:45

13:50-16:10
13:50-14:55

15:05-16:10

16:30

(休憩)

13:00　開場13:00　開場13:00　開場

16:10-16:30

九州大学 副学長・主幹教授
大学院システム情報科学研究院 教授

講師　白谷 正治  氏

「物質の第四状態『プラズマ』の多様な応用
　：半導体・医療・農業」

東京科学大学※ 科学技術創成研究院 
ゼロカーボンエネルギー研究所 教授
※2024年10月東京医科歯科大学・東京工業大学統合により発足

講師　松本 義久   氏  ( 鳥栖市出身)

「放射線によるDNAの傷から体を守るしくみ
　～分子レベルでの理解、がん治療の向上を目指し」

閉会

【講演２】

【講演１】

（座長：中川原 章（量子医療推進機構 理事））

（座長：坂本 満（量子医療推進機構 理事）

講演
向門   慶人 鳥栖市長　　

来賓挨拶
量子医療推進機構 理事長　坂井  浩毅

主催者挨拶

プログラムプログラムプログラム

山口  祥義 佐賀県知事 

総合討論
（座長：中川原 章（量子医療推進機構 理事））

会場とオンラインのハイブリッド型開催
オンライン聴講(YouTube配信)も可
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会場とオンラインのハイブリッド型開催
オンライン聴講(YouTube配信)も可
　　　　　　　　　　申込締切　10月24日

会場とオンラインのハイブリッド型開催
オンライン聴講(YouTube配信)も可
　　　　　　　　　　申込締切　10月24日

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

佐賀県､鳥栖市､佐賀新聞社､サガテレビ､久光製薬株式会社､株式会社佐賀銀行
松尾建設株式会社､鳥栖商工会議所､鳥栖三養基医師会､NPO法人小児がん・ま
ごころ機構､公益財団法人佐賀国際重粒子線がん治療財団､一般社団法人日本
量子医科学会､佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター

 【後援】 

『量子が拓く医療、未来』『量子が拓く医療、未来』

【共催】   国立研究開発法人  産業技術総合研究所九州センター

　日本の新国家戦略「量子未来社会ビジョン」では、量子科学技術を駆使することによって実現
される「経済・環境・社会が調和した未来の社会」が描かれています。
　今年の講演では、放射線によるDNAの傷を治すしくみをがん治療に生かすことや物質の第四状
態『プラズマ』による半導体、医療、農業への応用など、量子科学技術がもたらす未来を紹介し
ていただきます。

量子医療推進講演会令和６年度

【主催】（一財）量子医療推進機構
                        URL：https;//www.quantum-medicine-foundation.com
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参加申込書

【申込先】産総研九州センター 担当︓坂本 宛

F A X ０９４２－８１－４０８９
Ｅ-mail tosu4-ml@aist.go.jp

参加申込書をFAX、または必要事項をメールにてお送りください。
※本申込書にご記⼊いただきました情報については、個⼈情報保護法のもと適切に管理いたします。本⽬的以外への転⽤はおこないません。

※会場とオンラインのハイブリッドで開催します。会場参加は定員300名で締め切ります。
会場、オンラインともに、当日の参加申込はできません。必ず10月24日までに申込をお願いします。
オンライン参加希望の方は、申込書にメールアドレスの記入をお願いします。後日招待メールを配信します。

Web参加

会場参加

Web参加

会場参加

Web参加

会場参加

10月24日申込締切

主催者あいさつ
　量子の世界を操る「量子科学技術」は、量子コンピューターをはじめ、量子インターネット、量子 など、ＡＩと共に
第４次産業革命を推進する役割が現実のものとなってきました。
　がん治療の分野においても、その活用による新たな医療（＝量子医療）の展開に大きな期待が寄せられています。
　私たち『一般財団法人 量子医療推進機構』は、様々な分野の“知”が融合・結合する場づくりを進め、「量子科学」を
身近に、縦横に活用した新しい診断・治療法の研究開発を推進するとともに、希少がん・小児がん・難治性がん等の
患者個人に合った最適な診断法・治療法の開発を、世界に先駆けて進めたいと思っています。
　皆さんと一緒に、子供たちや家族の夢と希望を膨らませ、地球上の誰もがその恩恵を受けることができる社会の構
築を目指しましょう。

一般財団法人 量子医療推進機構　理事長　坂 井  浩 毅


